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事業系生ゴミ

平成17年メタン発酵施設
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（フロー図）
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脱硫塔

加水槽

受入ホッパー

メタン醗酵槽

投入ポンプ

異物除去装置

投入ポンプ
消化液

移送ポンプ

土壌脱臭工程へ
建屋内排気

建屋範囲

プラント自己消費

堆肥化工程へ
　　　or
社外（焼却炉）へ

牛ふん

冷凍食品

廃天ぷら油
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発電量 720kwh/日

利用可能熱量 約246Mcal/日

利用可能量 約390kwh/日

生ゴミ異物除去装置
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施設運営上の課題

システムフロー
（施設全景）

コスト
（ランニングコスト）

効果

コスト
（イニシャルコスト）

運転状況

施設仕様

365日稼動

10,000千円

150百万円

今後、生ゴミの特性に合わせ処理方法を分け合理化を目指す。

湿式であるため、投入量に応じて加水する必要があり、処理量が限られる。

廃棄物系バイオマスの有効活用。

処理に加え、発電によるエネルギー回収が出来る。

メタン発酵槽：発酵槽、ガスホルダー一体型

生ゴミ処理量：802t/年 牛糞尿処理量：648㎥/年

食品残さ、家畜ふん尿、生ごみ
9.5ｔ/日

電気・温水

電気（余剰）

水処理用ブロワー等（自社消費）

DF発電機
（30kW /50kW）

バイオガス
CH4　60％

液体燃料（一部）


